
船舶事故等調査報告書 

平成２２年５月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０広第６号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２２年１月１８日 ０８時１０分ごろ 

発生場所 愛媛県今治
いまばり

市今治港天保山
てんぽうざん

岸壁 今治港東防波堤灯台から真方位１５

８°５５０ｍ付近 

（概位 北緯３４°０４.２′ 東経１３３°００.５′） 

事故等調査の経過  平成２２年１月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

 

Ａ 旅客船 第二せきぜん、１７９トン 

１３７０５１、今治市 

Ｂ 引船 なさみ丸、１９９トン 

Ｃ 巡視艇 せとぎり、１１０トン 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海） 

Ａ 機関長、六級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 右舷中央部擦過傷 

Ｂ 右舷船尾部擦過傷 

Ｃ 左舷船尾部破口 

岸壁 防舷材損傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか２人が乗り組み、旅客１６人及び車両４台を載せ、今

治港第３桟橋に着桟しようとして操船中、クラッチが後進から前進に切り

替わらず、平成２２年１月１８日０８時１０分ごろ、約２ノット（kn）の

後進速力で、右舷中央部が天保山岸壁に衝突した。 

Ａ船は、機関長が機関室で主機を停止したが、後進惰力により右舷中央

部が天保山岸壁に係留中のＢ船、続いて船首ランプゲートが第３桟橋南隣

の桟橋に係留中のＣ船とそれ 接触した。 ぞれ

 Ａ船は、要請した引船にえい
．．

航されて第３桟橋に着桟した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 １ 

その他の事項  主機遠隔操縦装置の操縦ハンドル側ポテンションメータが摩耗してい

た。 

主機遠隔操縦装置クラッチ側のポテンションメータ、電子基板等が損傷

していた。 

 本事故前の岡村港入出港時、クラッチは正常に作動していた。 

 Ａ船は、平成１５年６月就航以来、主機遠隔操縦装置が業者によって点

検されたことがなかった。 



分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

あり 

なし 

Ａ船は、今治港第３桟橋に着桟しようとして操船

中、クラッチが後進から前進に切り替わらなかった

ため、約２kn の後進速力で天保山岸壁に衝突し、

続いてＢ船、Ｃ船にそれぞれ接触したものと考えら

れる。 

 Ａ船は、主機遠隔操縦装置の電気制御系統が不調

のため、クラッチが後進から前進に切り替わらなか

ったものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が今治港第３桟橋に着桟しようとして操船中、クラッチ

が後進から前進に切り替わらなかったため、約２kn の後進速力で天保山岸

壁に衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




